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１．目的 

マテリアル用国内広葉樹資源の需給実態の解明と需要拡大に向けた対応方策の提案 

 

２．全期間における研究成果の概要 

現状において、国内で家具や内装材等に使用される広葉樹原材料のうち、約８割が海外産、残り

２割が国産である。海外産広葉樹原材料を国産に代替するとした場合、まずは国産広葉樹原木のう

ち用材の増産もしくは供給拡大が最初の一歩となる。 

そこで国内９地域の私有林における用材蓄積、生産インフラ、林業労働力、高性能林業機械の導

入、加工流通等について聞き取り調査し、それらの現状を把握した。いずれの地域においても、用

材を含む広葉樹原木が山土場に集められて用材と低質材に仕分けされることは共通するが、用材採

取率が平均数％程度と低位であるため、例外的に恵まれた山林を除くと、択伐による用材増産は事

実上困難であることが分かった。そうした状況を踏まえての対応方策として、用材増産は、低質材

も含めた広葉樹原木全体の生産量の拡大によって行われるものと導出された。また広葉樹原木全体

の生産量拡大には、作業道開設等のインフラ整備だけでなく、林業労働力の拡充と、高性能林業機

械の導入がセットで必要であることが示唆された。 

一方、人気樹種を含む広葉樹資源の蓄積が見込まれる地域の推測を行った結果、本州日本海側お

よび内陸部が潜在的に有力との結論を得た。しかしそれら地域では、用材が産出されて、山土場ま

で集められても、広葉樹主体の原木市場や銘木市場が遠方にあることが多いので、やむなく非マテ

リアル用途（パルプ、薪、燃料等）で販売する状況が共通することが分かった。そこで、本州日本

海側および内陸部を想定した対応方策として、山土場まで集まった用材を含む広葉樹原木を対象に、

それらの「質」「量」に基づく最適な販売方法の判断基準を提案した。すなわち広葉樹原木の樹種・

径級・品質等によって「上質材」「並材」「低質材」に分け（用材は前 2 者が該当する）、それら

の集材量の多少で有利販売となる出荷先を示した。一例としては、上質材が一度の集材で 10m3以上

集まる場合には、遠方にある銘木市場に出荷して競り売りに掛けることを推奨した。逆に、上質材

や並材の集材が芳しくない場合には、特定の実需者との直取引の方が長い目で見ると有利と考えら

れた。なお「10m3」をひとつの判断基準とした根拠は、広葉樹原木の売買において 10 トン車 1 台に

満載できる量（約 10m3）が取引の単位になっていることによる。 

次に、原木市場の特徴を分析した結果、広葉樹主体の原木市場や銘木市場では様々な用途の買い

手が全国から来訪、不人気樹種や径級・品質が劣る原木でもほぼ全量落札される傾向だったが、広

葉樹取扱量の少ない原木市場では買い手が集まらないため、上質材しか出品、落札されず、並材以

下は出品自体低調であることが分かった。以上から考えられる対応方策としては、原木市場経由で

の用材供給拡大には、まず原木市場に多数の用材が出品されると同時に多くの買い手を集めること

が必須で、山林所有者に対する出材要請や、広葉樹原木の近年の落札単価の高騰ぶりの PR が挙げら

れた。併せて、国有林からの広葉樹原木の最寄り市場への大量出品により、多くの買い手を集めて

の活況さを PR することにより、私有林からの出材意欲を高める「呼び水」効果を期待することも対

応方策のひとつとして考えられた。 

他方で、用材の増産や供給拡大が図られても、個別の用途によって設定されている要求品質を満

たさねば国産に代替する動機につながらないことが想定される。そこで家具、内装材、枕木等の個

別用途によって設定されている要求品質を調査し、それらの傾向を明らかにした。ただし要求品質

の確保だけでなく、供給安定性や原材料品質の安定性も併せて確保する必要があることも示唆され
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た。また用材の受け皿となる製材、乾燥を担う主体の課題もある。現状、それら主体の稼働率が高

水準にあるため、更なる生産量拡大には製材、乾燥に供する設備や人的資源の拡充も対応方策のひ

とつとして必要であることが導出された。 
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５．評価結果の概要 

針葉樹に比べて、広葉樹ではその生産や利用に関する研究が少ない状況にあり、そのような中で

広葉樹の様々なマテリアル利用についての調査研究は珍しい。また様々な角度から検討を加えてお

り、本課題の成果は今後の広葉樹活用に向けた貴重な資料になると予想した。 

特に、広葉樹用材の価格形成についての考察や、今後広葉樹用材の供給が期待される地域での「質」

「量」に基づく最適な販売方法の判断基準案は、上手くまとめられていて、分かりやすい点で有用

性が高いと評価した。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

特段の指摘無し 

 

 

 


